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1 はじめに

World Wide Web（以下，Webと呼ぶ）では現在，個人

から企業までの様々な人々や組織が情報提供やコミュニ

ケーションの場としてWeb サイトを解説している．例

えば，実社会の情勢を知らせるオンラインニュース，ノ

ウハウを提供したり交換するサイトなどがある．近年で

は，筆者の考えや感じたことや筆者の興味をもったもの

を紹介する，日記や blog と呼ばれるサイトも公開され

るようになり，急激に増え続けている．

一方，提供される情報も膨大になったため，利用者に

とっては必要な情報の抽出が難しくなった．この解決法

として様々なWeb 検索エンジンが提供され，広く利用

されている．例えば，Google では PageRank[2] と呼ば

れるWebページ間のリンクを考慮したWebページの順

位付けを行うことで利用者の直感に近い順位で検索結果

を提供している．

Web 検索エンジンによって，必要な情報が掲載され

ている個々のWebページは容易に抽出が可能になった．

しかし，互いに関係し合うWeb ページ群を系統立て調

べたいときに現在の Web 検索エンジンは十分でない．

例えば，2003 年の鳥インフルエンザ問題の経緯を調べ

たいとき，Web検索エンジンを用いるなら「鳥インフル

エンザ 2003」などのように検索質問を入力する．検索

結果は，適当に順位付けされている場合や適当に分類さ

れている場合がある．しかし，時間的な流れを考慮して

おらず，上から順番に閲覧すると時系列を行き来するこ

とになる．

本研究は，Web ページに記述されている事件などの

出来事を抽出し，情報の利用者の文脈で分類して時間順

序を中心とした情報の提示法を見当している．本稿で
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は，Web ページから出来事を抽出する枠組みを提案す

る．また，抽出した出来事を利用する場合の表示法につ

いて検討する．

2 時間依存した情報の抽出

事件などの出来事が起きたことが認識されると，Web

ページの著者の記載のきっかけになる．このように，認

識された出来事をイベントと呼ぶことにする．イベン

トが起き，実際にそれが著者によって記述されると，イ

ベント記述が生成される．本研究では，イベント記述が

Web ページ中に一つまたは複数あり，それらの組み合

わせでWeb ページの内容が構成されていると仮定して

いる．

イベントとイベント記述およびWeb ページの関係を

図 1に表す．図 1において，イベント記述から左方向に

延びた点線は，そのイベント記述がどのイベントに関連

しているかを示すものである．縦軸が同じイベント記述

は同一筆者に書かれたものとしている．イベントが起き

てから実際にイベント記述が書かれるまでの時間は様々

である．また，場合によっては一つのイベントについて

複数書かれることもある．

3 イベント記述

本研究の対象は，時間情報が提供されたWeb ページ

である．オンラインニュースの普及と blog の広まりに

より，様々な時間情報を明示したWeb ページが大量に

存在する．これらのWebページの特徴として，1つのイ

ベント記述を単位として，内容が分かれていることにあ

る．また，これらのWebページはWebの特徴を利用し

て，関連するイベント記述間の関係をリンクで繋ぐなど

の紙媒体のニュース記事とは異なる性質を持っている．

各イベント記述は，時間情報を持っている．時間情報

にも様々あり，イベントが起きた時刻，イベント記述の

書かれた時刻，Web ページが更新された時刻などが考

えられる．本研究では，イベントの起きた時刻を利用す
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図 1 イベント，イベント記述，Webページの関係

る．ただし実際には，イベント記述中に明確に時間情報

が書かれないこともある．そこで，イベント記述を書い

た時刻はイベントの起きた時刻に最も近いため，イベン

ト記述で代用することも検討する．

イベントがWeb ページの著者らによって注目すべき

ものであるほど，イベント記述は多くなる．また，多く

の場合，イベント間には因果関係がある．イベント間の

因果関係はイベント記述にも反映されると仮定する．そ

こで，因果関係のあるイベント群から生成されるイベン

ト記述群を話題と呼ぶことにする．

直接因果関係のないイベントであっても，著者の発想

において類似すると考えるイベントは，イベント記述間

の関係が示される．すなわち，話題の間にも関係が存在

することになる．そこで，関連する話題群をエピソード

と呼ぶことにする．

4 時系列表現の表示

特定の話題に注目して情報を取得したい場合，イベン

ト記述の前後関係や類似性は情報の利用者にとって重要

である．このとき，直前直後のイベント記述だけではな

く，長期的に見えることが必要となる．また，類似した

話題をエピソードとして表示されることも必要である．

これらの要件をそろえた表示法の一例を図 2に示す．縦

軸はエピソード記述の近さを表している．横軸が時間軸

であるため，1つの話題は固まりになり，エピソードが

分岐していく過程は，イベント記述が離れていくことで

表示される．エピソード記述の描画だけであっても，利

用者には直感的に話題の分布と関連性が把握できる．

5 関連研究

Allanらは Topic Detection and Tracking (TDT) を提案

している [1]．ニュース記事から話題を抽出して追跡す

図 2 イベント記述の時間的前後関係と類似性の表示法

ることを目的としている．また，南野らは blog のよう

な形式の記事に特化して，記事の検索や流行のキーワー

ドの抽出などを提供する BlogWatcher を提案してシス

テムを公開している [3]．

6 まとめ

本稿では，Webにおける時間情報に依存したイベント

の記述表現について提案した．イベントとイベント記述

の関係，イベント記述とWebページの関係を定義した．

イベント記述をWeb の利用者が閲覧するとき，出来

事の前後関係を見ながら全体を閲覧するために必要な表

現法について提案した．特定の話題に絞ってイベント記

述を概観するとき，エピソードが見えてくる．エピソー

ドは複数の系統があり，分岐したり収束したりするこ

とを想定している．今後，この表現法をシステムに実装

し，その有用性を確認したい．
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